
（ 1 ）  2 0 0 8 年 （ 平 成 2 0 年 ） 3 月 3 1 日  N P O 法 人 建 築 Ｇ メ ン の 会  会 報 「 楔 」 第 5 9 号 

欠欠陥陥住住宅宅 ・・欠欠陥陥建建築築でで悩悩むむ人人をを救救いい、、住住宅宅検検査査のの技技術術向向上上をを目目指指すすＮＮＰＰＯＯ建建築築ＧＧメメンンのの会会   

 
 

 

   
 
 

     

           
 

設
備
コ
ラ
ム ·················  

１ 


 

松
戸
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
活
動 

見
本
市
参
加
報
告 

 ··  

３ 


 

欠
陥
住
宅
59
の
手
口 ·······  

３ 


 

建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り ········  

４ 


 

ト
ッ
ピ
ッ
ク
ス ··············  

５ 


 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ ··  

６ 

文
責 

常
任
理
事 

石
川
芳
久 

 

■
排
水
管
と
通
気
管
の
管
径
決
定
方
法 

排
水
管
・
通
気
管
の
配
管
径
の
決
定
は
、

基
本
原
則
と
、
器
具
排
水
負
荷
単
位
法
か
、 

定
常
流
量
法
に
よ
り
決
定
す
る
。 

 

○
排
水
管
の
管
径
決
定 

器
具
排
水
負
荷
単
位
法
と
は
、
洗
面
器

一
個
か
ら
の
排
水
量
二
八
・
五
リ
ッ
ト
ル

分
を
基
本
と
し
て
、
器
具
の
同
時
使
用
率

や
使
用
頻
度
を
考
慮
し
て
器
具
の
種
類

別
に
定
め
た
数
値
を
使
い
、
合
計
し
て
管

径
を
決
め
る
。 

排
水
の
管
径
は
ま
ず
各
階
の
排
水
横

枝
管
に
接
続
さ
れ
る
器
具
の
種
類
と
数

に
よ
り
排
水
負
荷
単
位
を
集
計
し
て
、
各

排
水
横
枝
管
の
管
径
を
求
め
、
立
て
管
は
、

そ
の
立
て
管
に
接
続
さ
れ
る
横
枝
管
の

排
水
負
荷
単
位
の
合
計
値
に
よ
り
決
定

す
る
。 

但
し
、
排
水
横
枝
管
の
管
径
は
、
接
続

さ
れ
る
。
器
具
の
器
具
排
水
管
の
最
も
大

き
な
管
径
よ
り
も
細
く
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。 

定
常
流
量
法
と
は
、
器
具
の
排
水
特
性

を
表
す
も
の
と
し
て
、
器
具
排
水
量
、
器

具
平
均
排
水
流
量
お
よ
び
器
具
平
均
排

水
間
隔
を
用
い
、
定
常
流
量
を
変
数
と
し

て
同
時
最
大
排
水
に
よ
る
排
水
負
荷
量

を
予
測
で
き
る
よ
う
に
し
た
も
の
で
あ

る
。 排

水
の
種
類
に
よ
っ
て
は
、
次
の
よ
う

に
規
定
さ
れ
た
基
本
原
則
が
あ
る
。 

①
排
水
管
の
最
小
管
径
は
三
〇
ミ
リ
と

し
、
地
中
な
ど
に
埋
設
さ
れ
る
箇
所
で
は
、

五
〇
ミ
リ
以
上
が
望
ま
し
い
。 

②
汚
水
管
の
最
小
管
径
は
七
五
ミ
リ
と

す
る
。 

③
雑
排
水
管
に
固
形
物
を
含
ん
だ
排
水

が
流
れ
る
時
に
は
、
最
小
の
管
径
は
五
〇

ミ
リ
と
す
る
。 

④
排
水
横
主
管
は
、
接
続
さ
れ
る
排
水
横

枝
管
ま
た
は
、
排
水
立
て
管
の
最
大
管
径

以
上
の
大
き
さ
で
決
定
す
る
。 

⑤
器
具
排
水
管
の
管
径
は
ト
ラ
ッ
プ
口

径
以
上
で
か
つ
三
〇
ミ
リ
以
上
と
す
る
。 

⑥
排
水
槽
の
通
気
管
は
、
最
小
管
径 

を
五
〇
ミ
リ
と
す
る
。 

⑦
二
重
ト
ラ
ッ
プ
の
禁
止 
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設
備
コ
ラ
ム
（
第
６
回
） 
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○
排
水
負
荷
と
管
径
の
算
定
方
法 

ま
ず
横
枝
管
の
排
水
量
を
求
め
管
径

を
決
定
す
る
（
前
ペ
ー
ジ
の
表
参
照
）
。 

（
例
１
）
小
便
器
三
台
の
排
水
単
位
は
四

単
位
で
あ
る
。
四×

三
台
で
一
二
単
位
と

な
る
。
表
よ
り
選
定
す
る
と
、
六
五
ミ
リ

の
配
管
に
な
る
。 

（
例
２
）
小
便
器
と
大
便
器
二
台
の
場
合

は
、
大
便
器
の
排
水
単
位
は
八
単
位
で
あ

る
。
八×

二
台
で
一
六
単
位
に
な
る
。
こ

れ
と
小
便
器
の
一
二
単
位
を
足
し
て
一

二
＋
一
六
で
二
八
単
位
と
な
り
管
径
は

一
〇
〇
ミ
リ
に
な
る
。 

（
例
３
）
洗
面
器
三
台
は
一
台
一
単
位
な

の
で
三
台
で
三
単
位
に
な
る
。 

次
に
立
て
管
の
管
径
を
決
定
す
る
。 

こ
こ
に
一
一
階
建
て
で
、
階
高
三
メ
ー

ト
ル
の
建
物
が
あ
る
と
仮
定
す
る
。
一
一

階
の
フ
ロ
ア
よ
り
一
階
分
を
引
い
て
一

〇
階
分
を
受
け
持
ち
の
床
と
す
る
。
立
て

管
が
受
け
持
つ
排
水
負
荷
は
（
二
八
＋

三
）×

一
〇
フ
ロ
ア
ー
と
な
り
合
計
三
一

〇
単
位
に
な
る
。 

表
よ
り
、
立
て
管
の
排
水
集
計
値
五
百

以
下
な
の
で
立
て
管
の
管
径
は
一
〇
〇

ミ
リ
と
決
定
さ
れ
る
。 

  

○
通
気
管
の
管
径
・
基
本
原
則 

①
最
小
管
径
は
全
て
管
径
三
〇
ミ
リ
と

す
る
。 

②
伸
張
通
気
管
の
管
径
は
、
排
水
立
て
管

の
管
径
と
同
一
管
径
以
上
と
す
る
。 

③
ル
ー
プ
通
気
管
の
管
径
は
、
排
水
横
枝

管
と
通
気
立
て
管
と
、
ど
ち
ら
か
小
さ
い

方
の
管
径
の
二
分
の
一
よ
り
小
さ
く
し

て
は
な
ら
な
い
。 

        

④
排
水
横
枝
管
の
逃
が
し
管
の
管
径
は
、

排
水
横
枝
管
の
二
分
の
一
よ
り
小
さ
く

し
て
は
な
ら
な
い
。 

 

○
通
気
管
の
管
径
決
定
の
手
順 

１
．
通
気
管
の
長
さ
を
求
め
る 

２
．
排
水
管
の
管
径
を
求
め
る
際
、
集

計
し
た
排
水
負
荷
単
位
数
と
通
気
管
の

長
さ
に
よ
り
通
気
管
の
管
径
を
求
め
る
。 

３
．
求
め
方 

①
排
水
単
位
の
集
計
を
し
て
、
表
よ 

り
選
択
し
排
水
管
径
を
決
定
す
る
。 

②
通
気
管
の
長
さ
を
測
り
、
表
よ
り 

該
当
す
る
長
さ
の
と
こ
ろ
を
選
択
し
て
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管
径
を
決
定
す
る
。 

（
例
）
排
水
単
位
の
合
計
が
一
二
単
位

で
長
さ
が
二
〇
メ
ー
ト
ル
と
仮
定
す
る

と
、
通
気
管
は
、
四
〇
ミ
リ
の
管
径
に

な
る
。 

     

文
責 

社
員 

武
田 
学 

 

平
成
二
〇
年
三
月
一
日
に
第
五
回
ま

つ
ど
市
民
活
動
見
本
市
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
見
本
市
は
、
市
民
活
動
を
よ
り
多

く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
た
め
の
も
の

で
、
個
々
の
企
画
か
ら
講
演
会
や
勉
強
会

か
ら
ダ
ン
ス
や
ス
ト
レ
ッ
チ
に
よ
る
活

動
紹
介
ま
で
、
市
民
の
方
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
・
市

民
活
動
に
触
れ
ら
れ
る
催
し
で
す
。
今
回
、

全
体
と
し
て
は
市
民
活
動
六
四
団
体
、
来

場
者
は
約
一
〇
〇
〇
人
程
度
の
規
模
で

し
た
。 

 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
千
葉
グ
ル
ー
プ
は
、

昨
年
に
続
き
参
加
し
ま
し
た
。
例
年
は
、

建
築
無
料
相
談
を
目
的
と
し
て
出
展
し

て
い
ま
し
た
が
、
「
相
談
」
の
特
性
上
、

パ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
囲
ま
れ
た
場
所
を

選
択
し
て
い
た
た
め
若
干
の
ア
ピ
ー
ル

不
足
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

今
回
の
出
展
に
関
し
て
は
、
『
よ
り
多

く
の
人
に
我
々
の
会
を
知
っ
て
も
ら
う
』

こ
と
を
重
視
し
、
よ
り
多
く
の
来
場
者
が

目
に
触
れ
る
場
所
で
活
動
の
紹
介
や
欠

陥
住
宅
の
実
例
写
真
な
ど
の
パ
ネ
ル
掲

示
重
視
と
し
ま
し
た
。 

 

 

実
際
に
来
場
の
多
く
の
方
は
興
味
を

持
っ
て
立
ち
止
ま
り
、
「
自
分
の
家
も
心

配
だ
」
「
こ
れ
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
す
る
の

だ
け
れ
ど
」
「
親
の
家
が
心
配
だ
」
な
ど

簡
単
な
相
談
や
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
お

話
で
き
た
ほ
と
ん
ど
の
方
か
ら
は
『
活
動

を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
』
と
忚
援
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。 

 

 

 

 

■
業
者
寄
り
の
工
事
監
理 

文
責 

副
理
事
長 

川
口 

晴
保 

日
本
で
は
、
「
設
計
・
監
理
」
に
対
す

る
建
築
士
の
職
業
的
認
識
が
希
薄
で
あ

る
。
ま
た
、
設
計
と
施
工
の
区
別
す
ら
つ

か
な
い
消
費
者
も
多
い
。 

加
え
て
住
宅
を
発
注
・
購
入
す
る
際
、

設
計
・
施
工
と
も
に
建
築
会
社
に
「
注
文
」

す
る
の
が
一
般
的
で
あ
る
。 

「
設
計
・
監
理
は
当
社
建
築
士
の
無
料
サ

ー
ビ
ス
」
と
、
設
計
・
施
工
一
体
の
お
任

せ
契
約
を
勧
め
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
「
無

料
」
に
つ
ら
れ
て
多
く
の
建
主
は
こ
れ
に

忚
じ
て
し
ま
う
の
が
実
情
で
あ
る
。 

し
か
し
、
実
際
に
は
見
積
書
に
お
け
る

「
設
計
・
監
理
料
」
を
ほ
か
の
項
目
に
上

乗
せ
し
て
い
る
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
で
は

な
い
。 

建
物
の
監
理
を
行
う
の
が
施
工
者
側

の
立
場
で
あ
っ
て
は
好
ま
し
く
な
い
。 

本
来
、
施
工
の
ミ
ス
を
発
見
す
る
た
め

の
工
事
監
理
が
施
工
者
側
の
立
場
で
は
、

効
果
が
期
待
で
き
な
い
。
「
工
事
監
理

．
．
．
．
」

と
い
う
の
は
、
施
工
が
設
計
図
書
通
り
に

行
わ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
に
主
眼
が
お

か
れ
る
。
「
工
事
．
．
管
理
．
．
」
と
は
施
工
者
側

が
す
る
も
の
で
、
工
事
が
滞
り
な
く
進
む

よ
う
文
字
通
り
、
工
事
を
「
管
理
」
す
る

こ
と
を
指
す
。 

さ
ら
に
、「
監
理
」
の
ほ
う
は
、「
契
約

時
の
目
的
物
に
対
す
る
本
来
の
性
能
・
品

質
を
確
保
す
る
た
め
」
の
行
為
を
指
す
。

欠
陥
住
宅
を
な
く
す
た
め
の
作
業
も
「
監

理
」
で
あ
り
、
こ
れ
が
施
工
業
者
側
で
行

わ
れ
て
い
れ
ば
、
当
然
、
欠
陥
住
宅
が
見

逃
が
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
。 

つ
ま
り
、
「
監
理
」
が
行
わ
れ
て
い
る

か
い
な
い
か
が
、
欠
陥
住
宅
発
生
の
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。
こ
の
監
理
者
を
施

工
業
者
と
つ
な
が
り
の
な
い
建
築
士
、
ま

建
築
Ｇ
メ
ン
が
暴
く 

欠
陥
住
宅
５９
の
手
口 

<

市
民
活
動
参
加
報
告> 

松
戸
市
Ｎ
Ｐ
Ｏ
市
民
活
動 

見
本
市
参
加
報
告 

会場の様子 

会場に設置したパネル 
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た
は
第
三
者
的
立
場
に
立
っ
た
人
物
に

依
頼
す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
。 

 

■
実
施
設
計
図
書
の
不
備
に
よ
る 

ト
ラ
ブ
ル 

文
責 

社
員 

野
木
宗
生 

一
般
住
宅
の
建
築
確
認
申
請
で
（
二
階

建
二
〇
〇
平
方
メ
ー
ト
ル
以
下
の
場
合
）

提
出
義
務
の
あ
る
図
面
は
、
次
の
四
つ
で

あ
る
。 

・
付
近
見
取
図 

・
建
物
配
置
図 

・
各
階
平
面
図 

・
浄
化
槽
配
置
図 

以
上
の
図
面
が
揃
っ
て
い
て
法
に
適
っ

て
い
れ
ば
確
認
申
請
が
受
理
さ
れ
確
認

さ
れ
る
。 

こ
れ
ら
の
図
面
は
、
建
築
基
準
法
や
都
道

府
県
市
条
例
に
合
致
し
て
い
る
か
ど
う

か
を
確
認
す
る
た
め
の
計
画
図
で
あ
り
、

実
際
建
物
を
作
る
た
め
に
必
要
な
技
術

図
面
で
は
な
い
。 

建
物
を
作
る
に
は
最
低
、 

・
各
階
平
面
図
（
平
面
詳
細
図
） 

・
各
面
の
立
面
図 

・
二
面
以
上
の
断
面
図 

・
軸
組
み
図 

・
基
礎
伏
せ
図 

・
仕
様
書 

な
ど
、
寸
法
数
値
お
よ
び
種
類
、
メ
ー
カ

ー
名
が
入
っ
た
も
の
が
な
け
れ
ば
工
事

が
で
き
な
い
。 

し
か
し
、
現
実
は
、旧
三
八
条
認
定
建
物
、

型
式
承
認
建
物
な
ど
に
加
え
て
枞
組
壁

工
法
住
宅
に
お
い
て
は
、
矩
計
図
が
標
準

図
と
し
て
省
略
さ
れ
て
い
る
も
の
が
散

見
で
き
る
。
「
欠
陥
と
は
物
が
契
約
に
適

合
し
て
い
な
い
こ
と
」
で
あ
る
が
、
か
と

い
っ
て
、
契
約
書
や
設
計
図
書
が
、
完
備

し
て
い
れ
ば
欠
陥
住
宅
の
発
生
を
完
全

に
防
げ
る
わ
け
で
は
な
い
。
契
約
書
・
設

計
図
書
の
完
備
は
、
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し

た
と
き
に
解
決
を
早
め
る
た
め
の
も
の

な
の
だ
。
何
を
契
約
し
た
か
わ
か
ら
な
い

契
約
で
は
、
争
い
に
勝
利
で
き
な
い
。 

建
物
は
自
分
で
守
る
自
己
防
衛
が
必
要

で
あ
る
。
自
分
で
守
る
こ
と
が
不
可
能
な

ら
ば
専
門
の
建
築
士
に
依
頼
し
て
守
っ

て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
最
大
の
課
題
は
、

誠
実
な
建
築
士
を
ど
う
し
た
ら
選
べ
る

か
で
あ
ろ
う
。 

 

～
建
築
Ｇ
メ
ン
だ
よ
り
～ 

「
セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
思
う
こ
と
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

文
責 

理
事 

松
下
峻
夫 

 

還
暦
を
過
ぎ
て
か
ら
、
時
の
過
ぎ
る
の

が
非
常
に
早
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で

す
。 セ

カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ
に
入
り
六
年
目
、

会
社
で
通
用
し
た
人
間
が
、
地
域
社
会
に

も
通
用
で
き
る
人
間
で
あ
る
よ
う
に
心

が
け
て
、
結
構
忙
し
い
日
々
を
過
し
て
お

り
ま
す
。 

建
築
Ｇ
メ
ン
の
会
は
、
私
の
セ
カ
ン
ド

ラ
イ
フ
の
ス
タ
ー
ト
（
二
〇
〇
二
年
二

月
）
か
ら
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
を
与
え
て
く

れ
ま
し
た
。 

こ
の
会
の
活
動
に
お
い
て
は
、
研
修
会

で
の
勉
学
、
講
演
会
相
談
会
へ
の
参
加
、

そ
し
て
、
建
物
調
査
の
た
め
の
日
々
の
知

識
習
得
な
ど
自
己
研
磨
を
欠
か
す
こ
と

が
出
来
ま
せ
ん
。
調
査
の
依
頼
を
受
け
る

度
に
「
依
頼
者
の
期
待
に
答
え
ら
れ
る
よ

う
に
」
と
い
う
緊
張
と
自
省
自
覚
の
連
続

で
す
。
幸
い
今
日
ま
で
無
難
に
や
っ
て
こ

れ
た
と
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。 

 

振
り
返
っ
て
見
る
と
、
定
年
直
前
ま
で

退
職
す
る
と
い
う
意
識
を
も
た
な
か
っ

た
自
分
に
と
っ
て
、
会
社
を
辞
め
た
直
後

は
、
何
か
空
白
感
状
態
で
、
誰
か
ら
も
何

も
期
待
さ
れ
な
い
人
間
で
は
な
い
か
と
、

一
瞬
自
己
嫌
悪
に
陥
り
ま
し
た
。 

 

こ
の
ま
ま
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
は
駄

目
に
な
る
と
思
う
最
中
、
退
職
直
後
の
三

月
に
国
際
協
力
事
業
団
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が

シ
ニ
ア
海
外
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し

て
い
ま
し
た
。
一
念
発
起
で
忚
募
し
た
と

こ
ろ
第
一
次
選
考
で
合
格
し
、
て
っ
き
り

「
ブ
ー
タ
ン
王
国
」
に
二
年
間
海
外
協
力

で
赴
任
す
る
と
決
め
付
け
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ

ジ
オ
の
基
礎
英
語
を
始
め
た
も
の
の
束

の
間
、
第
二
次
選
考
で
見
事
に
落
選
と
な

り
ま
し
た
。
結
果
は
駄
目
で
し
た
が
、
忚

募
し
て
か
ら
五
ヶ
月
間
は
充
実
し
た

日
々
を
お
く
れ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま

す
。 

 

現
在
は
非
常
勤
の
会
社
勤
め
の
傍
ら
、

出
来
る
だ
け
地
域
の
活
動
や
催
事
な
ど

に
参
加
し
て
、
自
分
に
は
到
底
当
て
は
ま

ら
な
い
「
毎
日
が
日
曜
日
・
悠
悠
自
適
の

生
活
」
と
は
か
け
離
れ
た
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク

を
お
く
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

船
橋
市
教
育
委
員
会
主
催
の
「
船
橋
市

民
カ
レ
ッ
ジ
・
町
づ
く
り
コ
ー
ス
」
で
は

地
域
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
活
動
団
体
の

代
表
者
や
大
学
教
授
及
び
大
学
生
と
一
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緒
に
五
日
間
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
味

わ
い
ま
し
た
。
ま
た
、
船
橋
東
部
他
四
公

民
館
の
合
同
事
業
と
し
て
実
施
し
た
地

域
の
安
全
・
安
心
町
づ
く
り
を
考
え
よ
う

「
わ
が
ま
ち
探
検
隊
」
で
は
、
地
域
で
上

手
に
生
き
る
た
め
の
大
切
な
こ
と
、
高
齢

社
会
（
介
護
社
会
）
を
迎
え
る
時
代
の
生

き
方
は
ど
う
す
べ
き
か
、
高
齢
者
同
士
の

共
生
と
共
助
の
テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い
て

受
講
し
ま
し
た
。 

 

土
地
の
ミ
ニ
乱
開
発
・
単
発
的
な
マ
ン

シ
ョ
ン
建
立
に
よ
る
町
並
の
閉
鎖
と
自

然
の
破
壊
、
古
い
住
人
と
新
し
い
住
人
と

の
隔
た
り
（
地
域
住
民
同
士
の
不
調
和
）
、

休
耕
田
が
増
え
て
自
給
自
足
を
忘
れ
た

農
耕
地
、
荒
れ
放
題
の
雑
木
林
、
ホ
タ
ル

や
カ
エ
ル
や
野
鳥
が
生
息
で
き
な
く
な

る
身
近
な
畑
・
田
・
川
・
林
等
、
ど
れ
を

と
っ
て
も
今
あ
る
日
本
の
現
実
の
姿
で

す
。 

 

そ
し
て
、
い
ま
や
町
づ
く
り
は
行
政
主

導
で
は
何
も
進
ま
な
い
こ
と
、
自
分
た
ち

で
出
来
る
こ
と
は
自
分
た
ち
で
や
る
こ

と
、
自
分
の
近
所
の
方
々
を
も
っ
と
知
り

合
う
こ
と
会
話
を
す
る
こ
と
、
そ
し
て
地

域
住
民
同
志
が
助
け
合
う
こ
と
の
出
来

る
町
づ
く
り
、
市
民
参
加
主
体
の
町
づ
く

り
の
展
開
が
大
切
な
こ
と
だ
と
感
じ
ま

し
た
。 

す
べ
て
が
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
時
代
に
は

自
分
に
程
遠
い
と
思
っ
て
い
た
こ
と
ば

か
り
で
、
こ
の
体
験
は
出
来
る
こ
と
な
ら
、

五
〇
歳
代
前
半
に
も
っ
と
知
っ
て
お
け

ば
よ
か
っ
た
と
後
悔
し
た
次
第
で
す
。 

 

多
く
の
方
の
現
役
時
代
は
会
社
人
間

で
、
家
庭
を
顧
み
ず
ひ
た
す
ら
仕
事
一
筋

の
生
活
を
送
る
こ
と
が
殆
ど
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
定
年
を
迎
え
た
と
き
自
分

の
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
戸
惑
う
方
が
尐

な
く
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
ま
た
、
私
の
現
役
時
代
に
、
親
し
い
先

輩
で
趣
味
も
多
才
に
お
持
ち
で
定
年
後

も
同
じ
会
社
に
勤
務
を
続
け
ら
れ
た
方

で
、
そ
ろ
そ
ろ
退
職
し
て
奥
さ
ん
と
旅
行

を
す
る
と
い
っ
て
い
た
直
後
に
病
魔
に

襲
わ
れ
て
六
三
歳
で
他
界
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。
他
に
も
同
じ
よ
う
に
、
自
分
の

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
を
送
る
こ
と
も
出
来

ず
に
悲
劇
に
あ
っ
た
方
を
聞
き
ま
す
。
運

命
の
悪
戯
と
言
う
し
か
有
り
ま
せ
ん
。 

二
〇
〇
七
年
九
月
現
在
の
高
齢
者
（
六

五
歳
以
上
）
人
口
は
、
総
人
口
比
で
二
一
．

五
％
（
五
人
に
一
人
）
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
、
そ
し
て
平
均
寿
命
は
年
々
延
び
て
お

り
（
平
均
余
命
も
永
い
）
、
誰
も
が
長
生

き
す
る
時
代
で
あ
る
こ
と
を
認
識
す
べ

き
で
す
。 

現
役
後
の
生
き
方
は
様
々
で
す
。
継
続

勤
務
の
人
、
別
の
職
場
に
勤
め
る
人
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し
て
地
域
活

動
を
始
め
る
人
、
趣
味
を
生
か
し
て
仲
間

と
楽
し
む
人
、
現
役
時
と
違
っ
た
分
野

（
興
味
を
持
つ
）
の
専
門
学
校
に
通
い
新

た
な
仕
事
に
つ
く
人
、
地
域
の
自
治
会
や

町
会
に
積
極
的
に
参
加
し
て
社
会
福
祉

と
町
の
た
め
に
尽
力
す
る
人
な
ど
、
こ
の

人
達
は
第
一
の
人
生
も
第
二
の
人
生
も

生
涯
現
役
で
い
ら
れ
る
勝
ち
組
だ
と
思

い
ま
す
。 

逆
に
、
お
金
も
有
る
し
、
何
と
で
も
な

る
と
「
旅
行
や
ゴ
ル
フ
三
昧
」
は
長
続
き

し
な
い
し
、
「
新
聞
を
三
回
読
ん
で
ま
た

読
ん
だ
」
「
仕
事
な
し
・
金
な
し
・
ア
テ

も
な
し
の
日
々
」
こ
れ
ら
は
妻
や
誰
か
ら

も
、
何
も
期
待
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う

負
け
組
だ
と
思
い
ま
す
。 

セ
カ
ン
ド
ラ
イ
フ
に
は
い
っ
て
か
ら

の
、
今
ま
で
の
自
分
の
生
き
様
の
中
で
、

直
面
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
綴
っ

て
み
ま
し
た
。 

ト
ピ
ッ
ク
ス 

定
期
報
告
制
度
に
関
す
る 

建
築
基
準
法
施
行
規
則
及
び 

告
示
の
改
正
に
つ
い
て 

  

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
に
お
け
る
死
亡
事
故

や
、
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に
お
け
る
死

亡
事
故
等
が
相
次
い
で
起
き
ま
し
た
。 

い
ず
れ
も
大
き
な
原
因
と
し
て
、
定
期
検

査
が
適
切
に
行
わ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
事
故
に
繋
が
っ
た
可
能
性
が
指
摘

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
建
築
基
準

法
第
一
二
条
に
基
づ
く
定
期
報
告
制
度

に
つ
い
て
、
適
切
な
調
査
・
検
査
が
行
わ

れ
る
よ
う
、
建
築
基
準
法
施
行
規
則
の
一

部
改
正
と
と
も
に
、
関
係
す
る
告
示
が
整

備
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

承
知
の
通
り
、
こ
の
報
告
制
度
の
対
象

は
特
殊
建
築
物
、
昇
降
機
、
建
築
設
備
で

す
、
見
直
し
の
概
要
は
①
定
期
検
査
・
調

査
の
項
目
、
方
法
、
基
準
の
明
確
化
②
報

告
内
容
の
充
実
化
と
な
っ
て
お
り
、
平
成

二
〇
年
四
月
施
行
の
予
定
で
す
。 

 

こ
れ
ら
の
業
務
に
関
わ
る
建
築
Ｇ
メ

ン
会
員
に
お
い
て
は
、
関
係
法
規
を
充
分

掌
握
し
て
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。 
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事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

□
第
７
回
建
築
G
メ
ン
認
証
試
験 

合
格
者
発
表  

・
蒲
生
政
明
（
山
形
県
） 

・
王
子
和
臣
（
神
奈
川
県
） 

・
佐
藤
正
條
（
東
京
都
） 

・
砂
塚
廣
子
（
東
京
都
） 

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。  

 

建
築
G
メ
ン
認
証
試
験
の
位
置
づ
け 

理
事
長 

大
川
照
夫 

 

本
会
の
設
立
の
趣
旨
に
も
あ
る
よ
う

に
、
世
の
中
か
ら
「
欠
陥
建
築
」
を
無
く

す
た
め
に
、
建
築
Ｇ
メ
ン
は
、
建
物
の
欠

陥
を
暴
き
、
欠
陥
を
造
ら
せ
な
い
た
め
に
、

計
画
中
、
建
築
中
の
建
物
の
適
正
な
検
査

を
出
来
る
も
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

欠
陥
で
あ
る
か 

、
欠
陥
と
な
り
う
る

か 

、
判
断
す
る
こ
と
が
建
築
Ｇ
メ
ン
に

求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
が 

、
そ
の
判
断

基
準
は
私
的
な
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら

ず 

、
常
に
客
観
性
が
求
め
ら
れ
る 

。 
 

建
築
Ｇ
メ
ン
に
は 

、
建
築
技
術
者
と

し
て
建
築
士
程
度
の
知
識
が
あ
る
こ
と

が
前
提
と
な
る 

。
そ
の
上
で 

、
建
築
紛

争
に
お
け
る
瑕
疵
鑑
定
が
出
来
る
公
正

な
姿
勢
と 

、
論
理
性
が
求
め
ら
れ
る 

。 

以
上
の
よ
う
な
建
築
Ｇ
メ
ン
に
求
め

ら
れ
る
概
念
を
持
ち
得
た
者
で
あ
る
か

を
試
す
の
が
、 

建
築
Ｇ
メ
ン
認
証
試
験

と
位
置
づ
け
る
。 

 

□
２
０
０
８
年
２
月
の
電
話
相
談 

業
務
等
実
績 

○
相
談
件
数 

2
月
120
件 

相
談
内
容
の
内
訳
（
重
複
回
答
有
り
） 

  

調
査
問
合
せ 
 

27
件
（
２２
％
） 

  

施
工
問
題 
 
 

14
件
（
12
％
） 

  
瑕
疵
問
題 

 
 

27
件
（
２２
％
） 

  

業
者
と
紛
争 

 

２
件
（
２
％
） 

  

リ
フ
ォ
ー
ム
一
般 

２
件
（
２
％
） 

  

マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
４
件
（
３
％
） 

  

契
約
問
題 

 
 

６
件
（
５
％
） 

  

設
計
問
題 

 
 

１
件
（
１
％
） 

  

工
事
監
理 

 
 

１
件
（
１
％
） 

  

近
隣
問
題 

 
 

１
件
（
１
％
） 

  

そ
の
他 

 
 
 

35
件
（
29
％
） 

相
談
窓
口
の
情
報
源 

  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
47
件
（
39
％
） 

  

行
政
窓
口 

 
 

11
件
（
９
％
） 

  

口
コ
ミ
・
紹
介 

８
件
（
７
％
） 

  

新
聞
・
雑
誌 

 

４
件
（
３
％
） 

  

書
籍 

 
 
 
 

４
件
（
３
％
） 

  

業
界
団
体 

 
 

６
件
（
５
％
） 

  

そ
の
他 

 
 
 

40
件
（
３４
％
） 

 

○
調
査
（
見
積
り
）
依
頼
件
数 

15
件 

  

建
物
の
目
視
調
査 

 
 

３
件 

  

売
買
物
件
の
引
渡
し
前 

の
検
査 

 
 
 
 
 
 

６
件 

  

瑕
疵
総
合
調
査 

 
 

１
件 

  

そ
の
他 

 
 
 
 
 
 

５
件 

※
件
数
は
事
務
局
で
集
計
可
能
な
も
の
の
み
掲
載 

 

□
業
務
完
了
後
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

事
務
局
で
は
、
調
査
業
務
完
了
後
に
、

依
頼
者
様
へ
ア
ン
ケ
ー
ト
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
ご
回

答
を
頂
い
た
中
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。 

【
マ
ン
シ
ョ
ン
内
覧
会
立
会
い
検
査
を

依
頼
さ
れ
た
方
か
ら
の
ご
回
答
】 

プ
ロ
と
し
て
手
慣
れ
た
手
順
で
効
率

よ
く
対
忚
い
た
だ
き
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
レ
ポ
ー
ト
も
解
り
易
く
か
つ
詳
細
で

し
た
。
売
主
が
手
順
の
決
定
や
情
報
の
開

示
に
関
し
て
一
方
的
な
優
位
性
を
持
っ

て
い
る
の
が
不
動
産
市
場
だ
と
思
い
ま

す
が
、
こ
の
業
界
の
透
明
性
を
高
め
る
活

動
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。 

（
東
京
都
在
住
の
方
か
ら
） 

 

 

～
編
集
後
記
～ 

世
界
に
誇
れ
る
治
安
国
家
で
あ
っ
た

わ
が
国
に
最
近
、
頻
繁
に
起
こ
る
殺
人
な

ど
、
ど
う
し
て
こ
ん
な
お
ぞ
ま
し
い
事
件

が
続
く
世
の
中
な
の
で
し
ょ
う
か
。
一
方

で
は
日
本
経
済
の
重
鎮
で
あ
る
べ
き
日

銀
総
裁
が
決
ま
ら
な
い
と
い
う
前
代
未

聞
（
戦
後
は
じ
め
て
）
の
お
粗
末
、
道
路

特
定
財
源
に
絡
む
ガ
ソ
リ
ン
税
（
暫
定
税

率
）
問
題
他
で
ガ
タ
ガ
タ
が
続
く
国
会
の

お
粗
末
、
「
社
会
の
罪
悪
」
は
政
治
の
悪

し
き
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。 不

法
行
為
や
犯
罪
の
起
こ
ら
な
い
、
そ

し
て
本
当
に
子
供
達
の
将
来
に
期
待
と

安
全
を
与
え
ら
れ
る
政
治
を
司
っ
て
も

ら
い
た
い
と
切
望
し
ま
す
。（
Ｔ
・
Ｍ
） 

 


